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第 1 章では、多くの零要素をもっ、いわゆるスパースな Y行列について、その端子対縮約順序の決
定問題と、与えられた行列をそのカットセット行列とするようなグラフを構成する問題に関連して、
その手順の単系宅かつ高速化を動機として、グラフの分割化について考察している。実用的見地から、
分割化のために 2 端子部分グラフーすなわち、その補グラフとたど 2 つの節点 α ， β のみを共有する
ような部分グラフーに着目し、カットセット行列のうえで、それらを一度に全部検出でき、かっその
存在性に対する判定が容易で、ある手法が述べられている。さらに、前者の問題については、節点対久





























については S ・ Syau が論じたが、統一的な取り扱いは行なわれていなかった。
本文の方法は、カットセットグラフというものを定義し、その性質を用いれば基本節点・基本混合
カットセットを統一的に取り扱うことができるという点に意義がある。
第 3章では、第 2 章に関連して、特殊な道、閉路の決定法について取り上げている。道および閉路
の一般的決定法は、すでに確立されているものの、自動計算の立場から見る時、改良すべき点が多い。
本文に示された方法では、回路解析・構成における木生成法・木変換法の応用が、演算の高速化、
メモリの節約化に有利で、ある。
以上のように、本論文は回路網および通信網に関する基礎的問題について、かなりの研究成果をあ
げており、電子工学、通信工学に寄与する‘ところが大である。よって博士論文として価値あるものと
認、める。
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